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週

・三・・間

三
≡
暦

■

三
十
口日
(月
)
生
協
映
圃
会

午
後

一時
よ
り
西
鄙
講
堂
に
て
。
「日
本
の

疲
と
㌶
」
生
協
組
合
員
は
無
料
。

京
大
ベ
ト
ナ
ム
間
題
教
官
・大
学
院
生

討
諭
集
会

午
後
四
時
～
五
詩
、
法
縫

第
七
教
竪
に
て
。
主
催
京
睨
協
。

米
軍
ベ
ト
ナ
ム
侵
陥
に
反
対
る
す
、
全

只
都
大
学
・文
化
人
・宗
教
者
築
会

午
後
五
時半
よ
り、
σ立命
餌
大
字
恒
心

館
に
て
。

31
日
(月
)
6
日
(日
)
西
日
本
学
生

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

大
阪
府
立

体
育
会
館
に
て
。

三
十
一日
(月
)
東
南
ア
研
シ
ン
ボ
ジ

ウ
跡

「イ
ン
ド
ネ
シ
ァ
政
治
の
将

来
」
「東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
比
駁
的

発
展
的
問
題
」比
叡
ホ
テ
ル
に
お
い

て
。

7
日
(月
)
日本
青
英
会
奨
学
金
交

付
学
生
都
学
責係
に
て
。

ウ

ィ

研

講

演

会

開

催

京
大
ウ
イ
ル
ス
研
の
字
術
講
演
が
六
月
三
日
(木
)
午
前
十
時
か
ら

医
学
部
薬
理医
化
学
講
聾
で
行
な
わ
れ
る
。
当
日
は
ウ
イ
ル
ス研
究所

長
東
昇
教
授
の開
会
の
あ
い
さ
つ
に
は
じ
ま
って
五
つ
の
調
潰
会
が
行

な
わ
れ
る
こと
に
な
って
い
る
。
演
題
と
誰
帥
影
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で

あ
る
。

▽
無
細
胞
系
にお
け
る巡
伝
子
作
用
と
調
節
-
今
井
六
加
ウ
イ
ル
ス
研

助
教
授

▽
紫
外
線
照
射
に
よ
る
転
移
R
N
A
のア
ミ
ノ
酸
結
分
能
の
研
究
-
福

留
秀
翼
基
物
研
助
教
授

▽
宿
主
縄
胞
と
ウ
イ
ル
ス
遺
伝
物
質
の
相
互
俘用
-
植
竹
久
施
ウ
イ
ル

ス
研
教
授

▽
血
濱
肝
炎
に
関
す
る
最
貢
の
知
見
-
市
田
文
弘
ウイ
ル
ス研
助
教
授

▽
麻
疹
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
ー
巣
野
良
臣阪
大
研
教
授

西

寮

面

接

行

な

わ

る

吉
田
禦
選
湧
委
員
会
は
五
月
初
め
西
寮
の
補
允
募
災
を
如め
二十
四

日
願
講
を
獅
め
切
り
二
十
六
日
、
二
十
七
日
入
寮
希
畷
者
の
面接
を
行

な
った
。
今
度
の
募
集
人
員
は
二
十
五
名
程
度
だ
が
、
バ
ラ
ンス
を
と

るた
め
に
一同
生
の
入
凝
を
認
め
る
か
も
し
れ
な
い
の
で、
は
っき
り

し
た
入
寮
許
可
首
は
未
矩
で
あ
る
。
=
十
八
日
に
入
策
詳
可
者
の
発表

華
生
部
前
に
あ
Φ。

=≡
京

大

人

事

=≡

昇
任

北
.獅
廻
大
学
襯
字
諦
教授
有
田
瞠
【
(榮助
教
授
)

併
任

人
文
科
掌
研
冤
所
付
属
巣洋
学
文
献
セ
ンタ
ー畏
森
麗
三
(

人
文
研
教
授
)
防
災
研
冤
所
付
属
上
宝
旭
穀
変
勤
観測
所
長
[戸
時
雄

(理
教
授
)

そ
の
描

京
大
聡
長
亭
務代
理
解
域

桜
田
【郎
(工
教
授
)
京
大

経
理
部
長
事
務
代
理
解
戯
、
横
田
冥
(事
務
局長
)

海
外
出
張

斎
藤
澄
三郎
(理
助
手
)
40
・4
・54
～
40
。6
・
19

日
食
観
測

のた
め
ニ
ュー
ジ
ラ
ン
ド
へ
。

久
保
田謬
(非
常
勤
訥
帥
)
40
・4
・24
～
40
・6
・
19

同
じ
自

剛で
同
地
へ

田村
実
造
(文
教
授
)
40
・4
・25
ゐ

・9
・25
欧
州
の東
洋

史学
研
究
の現
状
調
査
と
ボ
ン
大
学
で
の
認
義
の
た
め
西ド
イツ
、
英

團、
フ
ラン
ス
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
へ。

前
田憲
[工
教
授
40
。5
・5
～
如
・5
。26
聡
子
⊥
学
の
研冤
調

査お
よ
び
国際
宇
宙
空
間
科
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
出
席
の
た
め
米国
と
ア

ル
ゼ
ンチ
ン
へ

長
尾
與
(工
助
手
)
40
・5
・5
～
40
・6
・13

75
語
の
機械
翻

訳
に
関
す
る研
究
調
査
な
ら
び
に
国
際
情
報
処
理
学
会
一九
六
五隼
会

議
に
出席
の
ため
米
国
へ

瀧
田
孝
央
(工
助
教
授
)
40
・5
・19
～
40
・6
・14

モ
ン
テ
カ

ル
ロ法
な
ら
び
に耀
子
物
理
学
に
幽
す
る
研
究
醐
査
の
た
め
米
国
へ

六
・四
全
日
授
業
放
棄
に

C
自
治
委
方
針
決
定

去
る
二十
七
日
、
ベト
ナ
ム闘
題
、
原
潜
寄
魁
な
ど
の
囚
外
諸
情
弱
に
対
応
す
る
闘
争
方
針
を
決
め
る
教
蓑
自
治
委

員
会
が開
か
れ、
常
任
委
員
会
の
提
案
し
た
6
・4
閥
西
三
府
県
学
連
総
決
起
集
会
(京
都
)
の
方
針
が
可
決
さ
れ

た
。
こ
の
6
・
4
闘
争
は、
5
・28
闘争
の
矢
敗
に
よ
って
新
た
に
計
画
さ
れ
た
も
の
で
、
関
西
学
友
一万
の
参
加
目

指
し
て
闘わ
れ
る予
冠
で
ある
。

自
治
会
は
議
事
に
従
っ
て
ま
ず
G自

治
会
委
員
長
代
行
森
本
君
の
基
醐
報

告
と
C
自
治
会
常
任
委
か
ら
の
闘
争

方
針
提
案
が
な
さ
れ
た
。
そ
の要
旨

は
、
「六
四
関
西
三
府
県
学
連
総
決

起
桑
会
(京
都
)
に
参
加
し
、
六
月

四
日
全
日
授
業
放
棄
で
起
て
」
と
い

う
も
の
で
あ
る
.

こ
の
提
案
に
対
し
て
C
自
治
会
舗
妊

委
員
の
木
村
・松
永
両
君
(統
一

派
)
か
ら
、
「学
生
運
動
の
分
裂
を

固
鰹
化
す
る
関
西
三
府
県
学
連
統
一

行
動
に
は
参
加
せ
ず
、
六
月
九
日
・

文
化
人
五
氏
の
呼
び
か
け
に
よ
る
ベ

ト
ナ
ム
優
略
反
対
国
民
行
駒
の
日
に

全
学
運
の
旗
の
下
に
起
て
」
と
い
う

内
容
の
対
策
が
提
出
さ
れ
た
。

そ
の
後
刮
論
に
秒
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

提
案
を
支
持
し
て
は
げ
し
い
討
論
が
展

開
さ
れ
た
。
二
同
生
文
学
都
の
自
治
委

員
に
よ
る
「授
業
放
棄
の
意
義
」
の
演

説
、
又
二回
生
経
済
学
部
二組
の
自
治

委
員
によ
る
「府
学
連
の自
己
批
判
を

求
め
る
」
と
い
う漬
説
があ
り
学
生
の

混
迷
を
示
し庄
目
さ
れた
し
か
し
討
請

は
、
二
回生
を中
心
に展
開
し
、
一回

生
の
発
言
が少
なか
った
こと
は以
前

と
し
て低
欄
な
一同生
の意
識
を
表
明

し
て
い
た
。

こ
の
あと
森
本
君
の
ま
と
め
が
あ

り
、
す
ぐ
に
侭
決
に
移
ろ
う
と
し
た

と
ころ
、
採
決
方
法
に
対
す
る
緩
急

提
実
が
あり
常
任
委
員
会
内
で
謡
し

あ
わ
れ
た
が、
採
択
さ
れ
ら
れ
な
っ

た
。
投
票
は
、
C
常
臼
争
員
会
提
案

と
木
村
提
粂
の
二
つ
の
提
案
に
つ
い

て
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
た
。
そ
の
結

果
、
常
任
委
提
案
は
賛
成
七
十
、
反
一

対
二
十
六
、
保
留
十
四
、
棄
権
○
で

可
決
、
統
一派
提
案
は
賛
成
三
十
反

対
五
十
七
保
留
二
十
二
棄
櫃
一で
否

決
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
常
任
委
提
案
支
持
票

五
。二
八
闘
争
提
案
の
場
合
に
比
へ大

き
く増
加
し
、
圧
倒
的
支
持
を
え
て
可

決
さ
れた
が、
これ
は
統
一会
議
派
が

同
学
会
と歩
調
を合
わ
せ
た
た
め
と
見

ら
れ
て
い
る
。
こ
の採
決
の
の
のち
た

だ
ち
に
各
学
都別
に
闘争
委
員
会
が開
一

か
れ
、
こ
れ
か
ら
の闘
争
の方
針
が籍

し
合
わ
勢

。

常
任
委
員
会
の
提
案
内
容
は
次
の通

り
。
米
置
の
北
爆
、
ベト
ナ
ム
侵
略

反
対
米
束
は
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
撤
退せ

よ
。
佐
藤
囚
閣
の
戦
争
政策
反対
。

6
・4
鯛
西
三
府
県学
連
総
決
起集

絵郎騨
講
6無
難
㎜

放
棄
で
起
と
う
。

6
・9
東
京
に
お
け
る
、
社
共
共

闘
、
労
働
者
学
生
十
万
人
統
一行
勤

に
代
表
を
派
遣
し
、
京
都
で
の
6
・

9
労
働
壱
掌
生
共
闘
の
実
現
に
努
カ
一

し
ょ
う
。

結

文
教
も
授
業
放
棄
か

理
は
学
生
大
会
待
ち

・四
闘
争
を
認
め
てお
ら
ず

た
だ

六
。
九
闘
蜻参
加
決
議
のみ
が
なさ

れ
て
い
る

ノ

こ
の
よ
う
に、
各学
部
で
は、
六
・四

闘
争
に
対
す
る
態
度
決
定
が
、
急
が
れ

て
いる
が
、
現
在
の
状
況
で
は
六
月
二

日
・
三日
の各
学
部
自
治
委
員
会
待
ち

と
い
った
と
こ
ろ
で
あ
る
。

蝉'簸 議

或7曝

壽環1

等 レ,

㌔
ヘ ィ や ゆ　灘

瀞

騨
,

むだ
ミ

滋
ね

ロキひき
緯

霧

r、藩

 詮

教
養
部
自
治
委
蝋
会
で
は、
六
・
四

闘
争
に
授
業
放
棄
で
起
つ
こ
と
が
決
疋

さ
れ
た
が
、
各
学
都
で
は
微
妙
な
勤
き

を
み
せ
て
い
る
。

ま
ず
文
学
部
で
は
、
授
柔
放
棄
を
闘

争
方
針
と
す
る
こ
と
が
決
疋
さ
れ

た
。
ま
た
教
育
学
鄙
で
は
、
二
十
九

日
に
態
度
を
決
め
る
も
よ
う
だ
が
、

大
力
の
情
勢
で
は
授
災
放
棄
決
議
が

な
さ
れ
る
標
様
で
あ
る
。
ま
た
理
学

部
で
は
、
ス
ト
ラ
イ
帯
が
提
集
さ
れ

て
い
る
が
、
自
治
公
の
様
想
は
滉
沌

と
し
て
お
り
、
六
月
二
日
を
待
た
ね

ば
明
ら
か
な
い方
針
は
分
ら
な
。
経

済
学
部
で
は
、
六
・四
闘
争
不
参
加

決
議
が
なさ
れ
、
法
掌
齢
で
も
、
六

顯

V

彗
!

'

鮮

、

蜜

　
7

轡

、
燕

、箋

夕

r

メ
舞㌻

"原
潜
阻
止
"デ
モ
に
三
百
人

五
月
二
十
五
B
朝
、
米
原
イ
力
潜
水
艦

ス
ヌ
ー
ク
号
が
佐
世
保
に
入
港
し
た
.

京
大
で
は
、
同
学
会
が
巾
心
と
な
っ
て

原
潜
灘

阻止
の
デ
モ
を
行
な
っ
た
が

約
五
十
名
ほ
ど
の
参
加
を得
た
だ
け
で

あ
った
。

三
時
教
撰
部
正
門
に
集
ま
ノた
学
生

約
五
†
ハは
、
シ
一プ
レ
ヒ
コ
ー
ル

を
行
な
い
、
ま
た
河
尿
助
通
り
で
は

フ
ラ
ン
ス
義
アモ
を
行
な
い
な
が
ら

立
命
郎
大
学
に
向
い、
立命
館
大
字

に
待
機
中
の
、
同志
社
学
生
七
十

名
、
立
命
大
学
生
約
一八〇
名
と
と

も
に
、
円
山
公
園
ま
でデ
モを
行
な

っ
た
。

叢

鵡

義

,葦毒
轍
灘

ξ難畿
霧

ぶ鋳 
(

ノ

コ

ρ

麟
護灘

か

隊モア

 

る

学
部
生
協
総
代
選
終
る

統

一
派
系
総
代
大
幅
な
進
出

学
都生
協
赫
代
の
選
挙
が
二
十
五
日
経

り
、
同
数
票
獲
得
者
の
抽
選
を
残
し
て

以
下
の
よ
う
に
総
代
が
決
定
し
た
。
教

獲
部
総
代
の
全
員
決
定
は
ま
だ
時
聞
を

要
す
る見
込
み
で
ヤ
学
部
総
代
の
色
わ

け
は、
日
共
駐
統
一派
系
総
代
が
進
出

し、
反
日
共
系
総
代
に
五
十
人
の
差
を

っけ
てお
り
、
水
光
熱
不
払
闘
争
な
ど

今
後
の
生協
運
動
に
大
き
く影
囎
を与

え
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。
し
か
し派
閥

に
関
係
な
く
選
出
さ
れ
た
も
の
があ
る

模
様
で
、
こ
のよ
う
な
総代
の獲
得
も

こ
れ
か
ら
の運
勤
に影
響
を与
え
る
も

よ
う
であ
る
。新
総
付に
よ
る総
代
会

は
六
月
五
日
に
行
なわ
れ
る予
足
で
あ

る
学
齢
総代
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

(五
月
二十
五
日
現
在
)

法
学
逃
"
石
川
激
、
太
田
曳
、
北
住

洵
一、
桜
井
秀
威
、
上
坊
寺
勉
、
田
村

輝
郎
、
道
エキ
子
、
内
藤
紘
二
、
西
谷

敏
、
村
上
治
允
、
横
繁
剛

紬
済
学
都
H
傾
藤
晋
、
駒
醒
逮
雄
、

雄
賀
光
夫
、
沢
田
徹
、
寺
尾
峻
、
野
口

隆
、
藤
原
道
雄
、
本
多
三
郎
、
村
田
武

文
学
部
1ー旭
隆
昭
、
岩
崎
悟
英
、
五

百
木
誠
也
、
樒
松
忠
博
、
気
賀
沢
報
規

田
村正
敬
、
坂
井
興
溜
、
平
井
邦
男
、

堀
江
忠本
、
両
角
英
郎
、

教
脅
学
部
n
福島
洋
二、
松
岡
亟

理
学
秘
"木
原壮
林
、
隔
橋
哲
、
福

晶
淳
一、
堀
田曹
二、
陣
田
利
光
、
松

柳
研
【、
森征
洋

コ
学
部
11
浅
井
凋次
、
奥
村
義
治
、

隠
未
匡、
大
辻
友
雄
、
大
沢
寿
一、
岡

田
治
止、
金
井向
、
北
村
潤
、
小
松
正

幹
、
後
藤
紬孝
、
粉
川共
生
、
斎
藤
暁

樹、
松本
健、
高
橘
泰雄
、
土
屋
和

雄、
手
勘
伽
彦、中
尾
止明
、長
勤
銘
、

野
上雄
二、
嬉場
忠
更
、
播
田
}雄
、

占
択
袷、
北
兼
魂
久、
松
力
一一一耶
、
三

ー正
朋、
向
勝
己
、
武
藤
猛
、
八木
哲

臣、
ナロ劃刀
久
職服
-口賄
旧国、
消
h引
㌻寸鮒四

農
字
印n
守
卸忠
城起
章
郎、
川
地

武、
濃
熊
翁
、
高椴
」紳、
日
中
派、

帥
沢
敏
4

匡
守
節
h
上
野
勝輝
、
甘田樒
闘
、

田
溢
朝
戸
、
当
山
貝人
、
短原
恕
人
、

与
儀
丈
津
夫

す

園
遊
会
に
四
千
人

さ
る
五
月
二
十
一
・二
十
二
両
日
に

わ
た
って
、
創
立
記
念
祝
日
行
事
が
、

盛
大
に
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
た
。
二
十
一

日
に
は
、
三
百
人
を
輿
め
た
講
演
会
が

法
経
四
教
篭
で
開
催
さ
れ
た
。
奥
田
総

長
の
挨
拶
が
あ
った
あ
と
、
文
学
協
教

授
高
田
三
郎
氏
の
「西
欧
に
お
,る
大

争の
成
立
」
、
理
字
諦
教
艮
出
水
碩
一

薬
寧比
11
大
串
忠
靖
、
冨
永
敏
子
、

半
羅
.ナ

大
学
臨
1ー
前
出
遣
男
、
(伝
)
西
田

博
(壊)
西
尾
辰
拓
、
中
山
輩
(以
上

文
)
田
中
厭
和
(教
)
九
井
止
治
、
阿

知
波
紀
勘
、
末
満
央俊
、
高
田
谷
土
夫

田
中
凶
、
吉
谷
昭
咳
(以
上
理
)
延

藤
安
弘
、
阿
村
隆
久
、
梶
浦
恨
男
、
鎌

川
徹
、
竹
元
忠
嗣
、
田
行
男
、
長
ま
敏

男
、
三
宅
齪
、
渡
崩
隣
(以
上
工
)
出

罐
↑響
噸
罫
鷺
盤
塾

郎
氏
の
「大地
人
1
あ
る人
生
観
」
と

い
う
一一つ
の講
演
が行
わ
れた
.

又
二
十
【、
二十
二
日
画
日
弛
都認

常
で
は
「ト
ム
ジ
ョ
ー
ン
ズ
の
単
麗

な
"
険
」
と
「乾
い
た
花
」
が
上
演

さ
れ
た
が
、
延
へ
千
二
百
人
を
集
め

い
つ
も
満
員
と
い
う
盛
況
ぷ
り
だ
っ

た
。
又
二
十
一日
に
は
、
夜
七
時
か

ら
大
ホ
ー
ル
で
人
阪
ブ
イ
ル
メ
ン
バ

ー
に
よ
る
「堅
囚
楽
の
タ
ベ
」
が
行

な
わ
れ
、
集
っ
た
千
三
四
人
の
聴
衆

を
う
っと
り
と
さ
ぱ
て
い
た
。

二
↑
二
日
(土
)
に
は
恒
例
の
園
遊

一会
が
教
漫
鄙
ダ
ラ
ン
ド
に
四
千
人
の
参

加
者
を
為
め
て
行
わ
れ
た
、
奥
田
総
長

の
挨
拶
の
彼
、
山
中
み
ゆ
き
他
出
演
の

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
つ
づ
き
、
奥
田
総

長
の
「着
さ
を
賦
お
う
」
な
ど
の
飛
び

入
り
も
め
り
な
ご
や
か
な
う
ち
に
進
行

し
に
。
そ
の
彼
、p隻
サ
ー
ク
ル
の
出

演
・素
人
の
ど
目
薩
と
机い
た
。

開展をモ7一

 

巻渦下 で

㍑ ろ

、㌣ 需
沌、、"、y、

葦
,輪 甘 、、蝉
、 へ"・ ら、雫

㍗、
'、 冗
vく》 く

ニメ
・'炉

段石口紙

迩
中
の
四
条
河
原
町
で
は
、
劉
合
平
穂

に
進
み
、
八
坂
神
社
石
段
下
で
は
、
は

げ
し
い
ジ
グ
ザ
グ
デ
モ
を
行
な
った

が
、
三
百
人
の
≠
生
で
気
的
は
余
り
上

が
ら
な
か
った
。
そ
の
あ
と
H
山
公
園

内
で饗
{を
持
ち
解
散
し
た
。

京
大
教
官
翁
声
明
を
発
表

去
る
二
十
七
日
、
京
都大
学
の↑
教

冨
を
メ
ン
バ
ー
と
す
る
京大
教
冨
研
冤

創 立記 念 日 ・舞 台 上 の学 長

集
会
は
ベト
ナ
ム
か
ら
ア
メ
リ
カ
慨
が

撤
退
す
る
よ
う
声
明
を
発
表
し
た
。
こ

れは
二十
六
日
午
・後
五
時か
ら
開
か
れロ

た
同研
究
樂
盆
の
健
話
人
会
で
決
め
ら

れ
た
も
の
で、
出
U
勇
域、
恥
恭
膨
、

松
耽
凋
(瀧)
田畑
戊二
郎
、
杉
村
敏

正
(法
)
塵沢
俊
郎

(文
)
小
林
粉
、

四予
井綱
夢
(理
)
西
山
卯
三
(コ
)

梶
野
眼
(教
養
)
各
教
授
ら
血十
人
が

讐
各
し
て
い
る。
瓢く
戸明
文
を
敵
肘

と
アメ
リ
カ人
便鋸
に
凪り
、
同
時
に

同
研
堀
莱
.あ
メ
ン
バー
約
千
八
百
人

(助
手
14
ナ
)
に署
名
を
呼
び
かけ
、

全
国
の
ゼ
要大
争
にも
協
謝
を
呼
び
か

け
る
。
尚
声
明
の
要冒
は
つ
ぎ
の
とお

り
で
あ
る
。

ベ
ト
ナ
ム
に
討
す
る
ア
メ
リ
カ
の
距

事
行
動
は
、
国
際
伝
人
、
ま
た
人
嶋

上
、
π
当
化
て
き
る
も
の
で
は
決
し

て
な
い
。
こ
の
行
動
が
つ
づ
け
ら
れ

る
な
b
は
、
あ
ら
た
な
世
界
戦
争
へ

の
危
機
を
訪
発
す
る
で
め
う
つ。
わ

れ
わ
れ
U
本
人
は
、
か
つ
て
の
昌
甲

戦
争
の
体
験
と
の
類
似
を
禰
感
す
る

た
け
に
ア
メ
リ
カ
に
対
し
て
現
右
の

軍
事
行
動
を
惇
止
す
る
よ
う
敏
曳
な

警
告
を
行
な
う
。
ア
メ
リ
カ
は
ジ
一

ネー
ブ
協
定
に
従
い
、
ベ
ト
ナ
ム
よ

り
軍
隊
を
撤
越
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

わ
が
困
の
以
府
が
ベト
ナ
ム
の
戦
局

に
対
し
て
自
主
的
な
判
断
を
ド
そ
う

と
す
る
誠
意
と
央知
を
も
た
ぬ
こ
と

は
は
な
13
だ
遡
憾
で
め
る
。
政
府
が

現
在
の
卑
屈
な
ア
メ
リ
カ
坦
従
の
態

度
を
す
て
憲
法
を
正
し
て
守
って
自

†
的
に
カ
え
行
陶
す
.りこ
と
を
楓
く

要
氷
す
る
。

各
学
部
定
員
増
を
検
討

河
上
祭
日
程
決

第
十
九
同
河
時
祭は
六
月
四
日
、
五

日
の
両
日
、
テ
ー
マ
「末
来
を
つく
る

私
た
ち
の
学
問
」
で
催さ
れ
る
。
四
日

に
は
、
京
都
教
甫
文
セン
タ
ー
で
"河

上
祭
の
夕
べ
"
が
も
た
れ、
そ
の
中
で

宮
川
実
氏
(労
働
者
教
脅協
会
副
会

畏
)
の
紀
念
講
濱
と
映
画
「あ
る母
の

回
想
」
の
上
演
を
行
う
。
五
日法
経
第

一教
察
に
て
、
午
後
一時
～
四時
ま
で

記
念
講
演
会
が
テ
ー
マ
に
誌
づ
き、
小

源
広
勝
氏
(立
命
大
字
教投
)ー
国
際

情
勢
に
っ
い
て
ー
、
ぬや
ま
ひ
ろし
氏

(詩
人
)
、
坂
田
昌
一氏
(名
占
屋
大

宗
教
授
)
ー
科
ら
に
新
し
い
廿吹
き
を

ー
と
行
な
わ
れ
、
そ
の後
、
小
椋
教
技

る

法
学
部
の
だ
員
増
加
を
契
機
に
、
各

与
節
の
疋
員
増
加
(四
十
一算
皮
掌
生

急
増
対
録
)
が
間
題
に
な
って
き
て
い

る
。
法
学
都
で
の
叙
授
会
段
階
で
の
冠

員
増
加
決
疋
は
す
で
に
済
ん
で
お
り
、

他
の
字
濁
で
の
増
員
問
題
も
討
識
さ
れ

て
い
る
よ
う
す
で
あ
る
が
、
現
段
階
で

は
、
法
学
幽
の
よ
う
に
公
Aさ
れ
る
ま

で
に
は
到
っ
て
い
な
い
。

学
生
都
教
務
課
の
話
で
は
、
十
月
ご

ろ
に
は
、
は
っ
き
り
し
た
形
て
衰
面

化
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

噂冠
員
瑠
加
間
題
は
、
単
に
字
竺
を
瑠
加

さ
せ
る
だ
け
で
は
済
ま
さ
れ
な
い
も
の

だ
け
に
、
各
力
面
と
も
慎
扇
を
期
し
て

い
る
も
よ
ら
て
あ
る
。

同
祭

ス

ロ
ー

ガ

ン
を
採
択

坂
田
教
授
参
加
の
も
と
で
シ
ン
ポ
ジ
ュ

ー
ム
が
開
か
れ
る
。
今
年
度
の
特
長
と

い
え
は
、
河
上
察
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ

た
事
で
そ
の
中
に
は
「ア
メ
リ
カ
の
ベ

ト
ナ
ム
慢
略
反
対
」
「掌
園
の
民
主
化

」
「日
鱒
会
談
反
対
」
等
が
あ
る
。
こ

れ
ら
身
近
か
な
燗
題
か
ら
出
発
し
て、

河
上
楽
を
守
り
立
て
よ
う
と
二
月
乙
ろ

よ
り
準
彌
な
ら
び
に
テ
ー
マ
討
論
会
を

四
回
(第
四
回
白
は
六
月
一日
)
と
五

月
二
十
九
日
、
三
十
H
合
据
を
行
な
っ

た
。
そ
の
成
果
は
河
上
祭
実
行
鍛
(委

蝋
疑
継
済
学
協
三
回
牛
雑
醍
君
)
二
十

数
名
の
申
に
法
・弾
の
笑
行
員
を
得
、

命
学
的
な
も
の
に
す
る
手
ツ
か
り
を
得

た
こ
と
で
ある
。
ま
た
郭
沫
若
氏
よ
り

のメ
ッセ
ー
ジ
も
送
ら
れ
て
来
た
。
こ

こ
に雌
去
マン
不リ
ズ
ム
化
し
た
河
上

祭
を
打
ち
破
ろ
う
と
す
る
意
志
が
伺
わ

れ、
イ
ン
テ
奨
ゲン
チ
ヤ
が
プ
チ
ブ
ル

か
ら労
働
首
階
級
の
中
に
入
り
、
そ
こ

で自
己
自
身
を
も
包
容
す
る
可
能
性
も

生
じ
て
こよ
う
。
が
し
か
し
、
も
う
㎜

方
か
ら
の河
ま
祭
に
向
け
て
の
行
動
が

必
然的
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ

の
一般
字
生
への
働
き
か
け
が
少
な
か

った
。昨
乳度
聾
ぴ
に
一昨
年
の
テ
ー

マ
は
「労働
6幽
紋
と
知
識
人
」
、
「

耽
史
にお
け
るイ
ノ
アリ
ゲ
ン
ナヤ
の

使
命
」
て、
毎
年
浄済
学
都
三回
生
が

中
心
と
な
っ
て
い
る
。

▽
河
上
祭
日
程
△

六
月
四
日
P
。M
五
時
半
～
九
時
半

(京
都
教
宵
文
化
セ
ン
タ
ー
)

O
記
念
講
油
(冨
川
実
)

○
映
鵬
「あ
る
廿
の
回
想
一

六
月
五
U
P
・M
一時
～
四
時
(広

締
第
一教
至
)

○
「N
隙
情
ヵ
に
つ
い
て
」
(小
椋

広
勝
)

○
「末
几」
(ぬ
や
ま
ひ
ろ
し
)

○
「肩
≠
に
祈
し
い
思
吹
き
を
」

(取
山
昌
一)

○
ソ
ン
ポ
シ
下
ム
(窮
ハ
・バ
溺
習

祭
)討
蹄-
小
椋
瓜
勝
・取
田
昌
一)

経
研
図
書
館
完
蔵

か
ね
て
か
ら
付
腐
図
画
餅
の
嗣
偏
に

建
桀
上
事
が
行
な
わ
れ
て
いた
瀞
済
研

究
所
が
こ
の
ほ
ど
元成
し
、
二
十
二
日

完
工
式
が
行
な
わ
れ
た
。
勘
研
冤
所
は

関
西
財
界
か
ら
の
溺
付
を
も
と
に
し
た

九
手
力
円
の
賀
用
と
十
カ
月
余
り
の
⊥

期
を
か
け
た
も
の
で
、
地
上
三
随
、
地

工

教

自

治

会

前
田
コ
収
町
飯
は、
二
↓
九日
ツ会
発

表
を
お
え
夕
力
帰
洛、
碧
三
十
日
果
黒

へ
回
う
の
で
、
会
議
所
の
ら
生
と
の
団

交
は
実
質
上
幽
難
で
あ
る
た
め、
自
治

会
側
は
槽
導
委
員
公
に対
し
て
所
長
に

要
望
膏
を
手
渡
す
事
を
雌
約
さ
せ
た
、

嬰
斑
酋
の
囚
容
は
、
工
教
制
度
廃
∬
、

要
塁
書
を
提
出

特

 

◎

の
と
こ
ろ

祭
だ
とか
、
…

だ
と
か
が
集
甲
し
て、
ち
ょ
っと
し

た
お
祭
ラ
ソ
シ
ュ
の感
を緊
し
て
い

る
φ
し
か
し
お
祭
り
は、
も
とも
と

目
出
展
い
も
の
だし
、
いく
ら
た
く

さ
ん
あ
っ
て
も
悪
く
は
な
い
だ
ろ

う
。
今
回
は、
河上
祭
の委
員
長
に

登
場
醐
っ
た
。

彼
、
〃も
の静
か
"
と
いう
形
岱

河上
祭
も
今

年
で
+

九
回
目

を
迎
え

る
。
こ祭

詞
が
ぴ
った
り
す
る
人
で
ある
。

「僕
が雑
賀
で
す
」

(ち
ょ
っと
は
か
り
意
外
な
層
じ
で

あ
った
)

1
河
上
先
与
に
つ
い
て。

「先生
は、
も
と
も
と
弱

し々
い

人
だ
っ門
と目
う
ん
で
す
。
そ
の
人

と
、
[菖
7
口を
て
い
ね
い
に
考

え
て
話
す
。
ま
る
で
顕
の
中
の
膿
板

に
、
一句
を
欝
き
、
そ
し
て
そ
れ
を

消
し
て
か
ら
次
の
一句
を
膚
き
込
ん

で
いる
か
の
様
で
あ
る
。
だ
か
ら
声

は
そ
ん
な
に
大
き
く
は
な
い
が
、
力

強
く
響
く
ー

テ
ー
マ
に
つ
い
て
。

き
た
い
と
思
い
ます
」

こ
れ
だ
け
・福う
の
に、
「ええ
っ

と
」と
か
「ほ
ん
と
に
」
と
か
、間
投

詞
を
多
薮
挟
ん
で
詰
っ
て
く
れた
。

「今
年
の
テ
ー
マ
〈
末
来
を
つく

き
な
膚
ぴで
す
。

雑
鰻
君
は
鄙
落
研
に
所
属
し
、

「子
供
会
」
沽
駒
を
通
じ
て
、
自
己

変
革
の精
神
を
身
に
つ
け
た
、
と
い

う
。
そ
し
て河
上
肇
の
精
神
、
「真

る
私
た
ち
の
学
問
〉
を
設
足
した
の
＼実
を
求
め
る
柔
軟
な
心
」
を
も
っと

は
、
商
砕
が
未
来
を
つ
く
る
のだ
、

現
代
的
な課
題
に
答
え
る
た
め
の
行

物
静
か
な
青
年

河

上

祭

委

員

長

の

問的
弱さ
を乗
り越

え
て、
実
践
の
中に

と
び
こみ
、
一牛
懸

命
闘
っ
た
。
そ
し
て

そ
の
中
で
真
理
の
撮

求
を
行
っ
た
。そ
ん

な
点
に
杁
は
益
れ
ま

す
。
」

,雑
一

賀

7

光
一

「
河
ヒ
祭
は
、

こ
れ
ま
で

余
9

に
、
ア
カ
ヂ
ミ

ソ
ク
な
雰
昭
ん"
か
強

か
.
た

。
だ
か
ら

、r孫
の
-
.̂

と
し

て
は
、

〃下
か
ら
の
趣

n"
に
よ

っ

て
漕

頂
ア
ー

マ
か
.沢
め
る
な
・し

て

、

旧
弊

を
改
め

て
豹
き
た
い
。
つ
ま

り
、
ほ
ん
と
う
に
肖

己
の
な
き
方
と

か
か
わ
り
あ
う
も
の
を
引
出
し
て
い

雄

君

 

と
い
う
視
只か
ら
で
す
。
こ
の
視点

布
銀
く
た
め
に
も
"現
状
分
析
"は

既
受
だ
し
、
厳
萄
な
「ア
カ
一てミ
ズ

・ご
に
宋
縛
さ
れ
な
い
で
、
む
し
ろ

〃俣
た
ら
で
み
ん
な
で
考
え
て
い
こ

う
"
と
忌
って
い
ま
す
。
そ
し
て
七

こ
か
h僕
た
ち
の
い
わ
ば
〃生
き
カ

"
と
い
,た
も
の
が
得
ら
れ
た
ら
大

勤
の雄
盤
と
す
る
。

ー
ー米
米
の抱
負
は
?

「教
帥
に
なり
ま
す
。
子
供
会
活

勤
を
通
じ
て、
子
供
の
甲に
あ
る

〃は
っ
ら
っ
さ
"
に全
ての
塾
み
を

掛
け
る
よ
つ
に
な
った
か
ら
で
す
。

そ
し
て漸
し
い日
本
の
末
米
を
作
り

た
い
。
」

し
か
し
彼
の
申に
は
、
強
い
粛調

で
語
られ
る
〃実
践
"
への
意
ぷ
の

裏
に
む
し
ろ
〃字
究
肌
的
な
"
カ
が

目
に
つく
。穏
鯉
で人
好
き
の
す
る

7
生、
と
い
った
タ
イ
プ
で
あ
る
、

と
感じ
る
気封
ち
を捌
え
ら
れ
な
か

っ
た
。

(柵
歌
山県
冊
削
,圃秋
出

身、
松
井
セ、、蝉
攻
)

卜

歌
員
畿
制
反
改
嘔皮
刈
、
r
柔
寂
掬

'」韻
を新
設
せ
よ、
民
間
への
元
全
暁

職
も
実現
せ
よ
等
て
あ
る
。

二十
も
日
頃
帰
洛
し
た
所
長
と
団

交
を持
ち、
会
義
の結
果
や
徹
鳳
削

に
過
冤
し
明碓
な
解答
の得
ら
航な

い
時
に
は、
蟹
'期
限授
業放
棄
を
も

予
短
し
て
い
る
。
既
に
巣
⊥
大
で

は
、
会
議
前
に投
業
放棄
を行
な
っ

て
い
る
。

全
国
工
教
芋友
会
中
央校
の
以人
は

各工
教
に対
し
て、
所
長
と
の団
交
を

徹
底
切
に
行
な
い所
長
会
議
へ態
度
に

つ
い
て
の
明確
な
解告
を得
る
こと
、

要
畢
省
を
提出
す
る
こと
な
ど
を指
令

し
た
。

こ
の
工教
を
モデ
ル
ケ
ース
に
端を
知

し
た
教員
煮成
制
度
改
慈化
、
大
争
設

置
基
準
改
悪
化
を見
て
も、
今
後
の
甥

向
を
注
目
せ
ざ
る
を
え
な
い。

工
教
の
眩
史
が帝
国
山義
的植
民旭
政

策
と
し
て、
他
民
敵
の
血
と
隈
を搾
取

し
た
こ
と
をわ
す
れ
て
は
な
ら
な
い。

こ
の
よ
う
な
時
点
時
にお
け
る
政府
の

峡
策
と
し
て
眼
瞬
の
目
題
と
し
て
「敦

制
皮
に
よ
.O教
員
査
成
だ
け
キ
実現
し

根
本
的
に
は
な
ん
ら
1
業教
爾政
浪
を

恒
久
的
な
形
で
劃
ち
出
し
て
左
い
と
こ

ろ
に
問
題
が
め
る
。
コ
段
㌔
生
を
亮
如

と
し
た
」
教
改
ド審
酌
は最
早
や
」教

に
と
ど
ま
ら
ず、
教
凸
界
、
ざ
ら
に人

衆
還
動
の
【澱
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
52

な
い
時
点
に
き
て
い
る
。

下
面
、四八〇坪
の本髪
二層
2

離
髭

講
鞍

醜

鑓

y
、
㌧
話̀

卦
、
置
同

講
義
辱
、
電
.P
溺

講
劃
ど鞭
吐瞭
ボ題

穿
は蝋
窓式
で
買料
竪
と波
9
膨ド
で

糺
ば
れ
てお
り
、
勅
十
ぼ
力
冊
の
丈献

禰備曝
磯
醗
論

㎜

輔
麗
難
鰭
錘
}

研
冤
沽
勤
が
胡
付
さ
れ
て
い
る
。

医
図
書
館
完
成
近
し

昨
隼
十
【月
に
嵜
工
し
た
医
¥
榔図

爵
館
は
五
月
末
の
完
成
を
国
削
に最
後

の
仕
上
げ
が
急
が
れ
て
い
る
。
医
学
鄙

正
門
横
に
建
て
ら
れ
る
耕
岡
西館
は鉄

筋
三
鵬
旭
(磁
庫
四
酪
箆
で
姓
へ
劇檀

穴
八
〇
型
、
総
コ
費
一億
円
程
度
の
も

の
て
、
そ
の
申
に
は
アメ
リ
カ
の財
団

(
QF一冨

寓
①oプ凶o㌍一
聞9
N負

の
冨
付
金
【O
万
談
が
含
ま
れ
て
い

る
。
囚
雌
は
}階
が.薪
聞
閲覧
蚕、
二

陀
は
醐
架
式
の
一般
図轡
間
覧
至、
三

陶
は
学
生
閲覧
筆
と個
人研
冤
至
が
設

け
ら
れ
てお
り
、
約
十
血万
冊
の本
を

蔵
西
し
、
一〇
Q
人
の学
生
を
収
容
す

る
こ
と
が
で
き
る
。今
ま
で医
学
齢に

は
全
体
的
な
凶沓
館
が
なく
、
各
教
遷

に
図西
至
が
鮒
か
れ
て
い
るだ
け
だ
っ

た
の
で、
こ
の元
旗に
よ
り
.
字
生
等

の
研
光
沽
勤
は非
犠
に
便
利
に
な
.りも

の
と
矧
勧さ
れ
て
いる
。

▼
出資
金
は増
韻さ
れ

た
が新
組
命
員
の加
入

串
も上
々
。総
代
避笙

も
一
応ケ
リ
が
つ
い

た
。
さ
て
七
う
てろ
生

協
に
刈
す不
満
の
つ
ぶ

π極
女
泰
な生

」

圃駒

「

「

　器
闘
凹
国

」

D

誉
麺7石
腫

1社版出興新

属
LP

現
代史

の
証
雷
双書

ー
ニ
ム
・

ウ
エ
ー
ル
ズ
薯

浅
野雄

三
訳

燕世界をゆるがす中国の占難に満ちた陣痛の歴史を、スノウと前後して延汝入りした犬人が、生々しく綴った懸動的なルポ!特に怠にも革命にも一途だった婦人斗士の4涯は、一読に舳する。またヘトナム戦争の本質解明の指針となろう

B
6
函入

枷

桑
2

晶

,

6
0
0
円
鹸蹴見靴

現

代

の

学

生

運

動
"
臨現代マルクス主義論争穐験

駆報獺東

★慶応大学などで商晶学の参考●に採用★

縫
鐸
鰯
〔無
喰
鐸
難

世
界
で
初
め
て
!

こ
れ
茎

優

梨

墨

だ
!

あ
なた
吻
い
↓
梶

★
少
壮教
授
グ
ル
↓
ノと
各
界
の
中
堅
研
究
者が
、
三
爆
間
足
ま
め
に
調
査
、古
今
東
西
を
と

わず
す
べて
収
録

★
最
新
の
学
問
、
技
術を
含
む
科
学
技
術
上
の
単
位
、商
取
引
き
の
単

位
、
日常
一般
に
使
用
す
る
単
位
な
ど
あら
ゆ
る
分
野
の
単
位
、
物
の
数え
方
、
等
級
な
ど

単位
に
準
ず
る
も
の
こ
四
一五
語
を
専
門外
の
入
に
も
わ
か
る
よ
う
く
わし
く
解
説
。
種
類

別
、欧
文
別
、
記
号
別
、
索
引
つ
き
の
ため
使
用
簡
便

★
パ
ッ
と
聞け
ば
、
換
算
で
き
る

(温
度、
エネ
ル
ギ
;
、
癌
度
、
各
国
通貨
、
メ
ー
ト
ル
法
、
速
さ
等
)

★筋
薦

切潔

藩
盤
鼓

砲箏

さ
契

シ

ネ

ク

テ

ィ
ク

ス

才
能
を
組
織
し
ア
イ
デ
ア
を
開
発
す
る

W
・J
・」
ゴ
長

ン
著

大
麗
譲
・霧

嚢

訳

8
翁

二
「δ
頁

箪§
8

発売 京.。壽 発行 ラ'テ イ ス東
京・音羽

★お近くの書店でお求めください★

一

黙
鰻

蘇

か?▼縫

あ
る
か
り
つ
い
利
用
す
る、
牛
協
は
生

仙
の
敵
だ
ー
と
桃
肖す
る
組
合
鐵
も
あ

れ
ば
〃女
さ
の
目
寛
を
"
と
呼
び
掛
け

る
御
仁
も
あ
る
。
[体
、
女
い
の
で
つ

か
、
繭
い
の
て
す
か
。
〃
一夜
て
十
円

上
った
"
と
か
"ス
ー
プ
【口
十
九
円

"
と
い
つと
こ
や
ら
の
パ
ン
フ
レ
ノト

に
頷
く
人
は
な
い
最
声
の
食
、早に
は
御

不
殉の
占
。
千
冗
白
円
も
出
負
し
た
の

は
御
ノく兄
て
、
組
合
域
諸
君
で
は
な
い

の
か
ね
ソ
▼
〃私
物
化
"
さ
れ
た
組
粘

鄙
、
赦
冷的
岡
争
の
場
て
し
か
な
い
紀
}

代
ツ武。
人
¥
か
ら
の
三
r
力
負
念
狸
一

得
、
水
光
μ
質
不
払
団
争
。
受
益
占
獄

環

謬

礎

か
特

財
欝

の
冒院

疋
と
つ
つな
か
る
か
は
知
ら
な
い
が
二

ぞ
ん
芝

と
に
現
を
ぬ
か
し
て
い
て
=

遺

寅

の
篶

奪

れ
る
の
ソ
今
ぎ

も
っ職
員
砂
協
発
足
当
塒
の
よ
つに
物
一}

貸
勲
で
存
拍す
る
だ
け
で
慰
義
が
あ
る

釜

の
時
代
し
・
な
い
ん
だ
よ
▼
〃
二

般
濡
貿
物
仙
の
値
上
り
が
理
出
に
な
っ

て値
ナ
げ
す
る
生
協
な
ん
て
聞
い
た
こ

と
がな
い
って
、
ち
ょ
い
待
ち
!
そ
ん

な
総
代
を
灘
が
選
ん
だ
の
た
よ
う
。
メ
}

シ
食
って
る
側
で
掴
を
洗
っ
て
る
お
は
}

一さ
ん
が
春
闘
の
ハチ
マ
キ
し
め
て
た
か
一

ら
って
、
眼
を
丸
く
し
て
た
ん
し
や
"
一

麩

的
"
な
労
讐

の
お
ば
ち
や
ん
兜

「誘

鮮

腰

聡

舵

蒜

岡
参

 は
君
の
㎝番
憎
ん
で
い
る
人
押
し
ゃ
な
一

いか
。
細
殆
な
原
佃
.㎡算
か
ら
冠
価
が

決
る
の
し
や
な
い
こ
と
は
も
う
分
っ
}

た
。
電
化
製
晶
な
ど
の
ぜ
い
択
品
よ
方

が甥

蒙

獣
の
も
勿

た
望

墾

●内螂機閲の蟹禰開鞘。展躍・鱒鋭の繕合聴

閃燃機関
6月 号¥200〒40-

◇軌道に乗る原子炉衛星くグラピヤ〉
◇完全燃焼への道 梅原単二
◇クランク紬の応力測定法 新井淳嗣
◇走行時の自動車用ラジエーター通風量に関
する二、三の考郷 ・……林 守雄・高訟院

◇内燃機関計測法の現状(2)………・平尾収他
◇分離潤滑2サ イクルエンジン油の諸問題
,… 一……大掛亮次

◇VTOL機 用ジェットエンジンの研究試年
(3)振 動 髭内澄夫

自動車 用大 気汚 染 の立 法処 置
P。H・シ昌ワイツ7一

購厩・船用エンジンの事故分析(10)赤颯昇
蓋■・固体ロケットエンジン(3》戸田口明他
◇ソビエトの研究所を訪ねて(1)…筏野弥祐◇
ヨーロッパの自動車用工ンジンー安藤 り

◇,64内燃機関特許の部門別総覧

お知らせ一 小社では新入生諸兄のため本紙
の見本を進呈しております。

東京新宿細工町山 海 堂 振替東京194朧

 

則

と

.

な伴
人
機
功
と
、
利
潤
概
り
の
が
用
r

よ
.▼
世
皆
陶
政
泊
帽
物の
万恥
か
り

　ぬ
ま
る
あ
に
もに
は
　
え
ぬ
か
ち
し
れ

}ぬ
か
こん
なこ
と
を
奉

い
て
外
・

つ
。

〃与
協
と
は
娠
'緑
"
ワ
〈ー
パ
ー
の

41
匹
は
し

っ
か
り
し
た
、
帆
隊
と
馬
,只

}

繭灘
鐸
難
繍
鷺
P一

人
事
労
働
条
件

松岡三郎著作集
欄
★
そ
の
労
使
関
係
に
お
け
る
法
理
と
実
務

褒
就
業
規
則
の
あ
り
方
を
多
く
の
実
例
て
解

説
。
今
日
的
な
問
題
解
決
と
、
中
小
企
業

商
店
経
宮
に
役
立
つ
よ
う
、
旧
著

「労
働

法
と
就
業
規
則
」
を
全
面
的
に
改
訂
し
、

労
働
契
約
の
解
説
も
つ
け
た
。
法
理
と
実

務
を
対
比
し
な
が
ら
の
研
究
に
絶
好
。

B
6
判
三
二
〇
ペー
ジ
四
八
〇
円
・〒
90

翼

務
労

働

法

(上
)

〔董
煙
環
駒
・採
用
・労
働
条
件
の
最
低
墓
潭
編
〕
初
歩
理

論
を
理
解
し
、
実
務
に
役
立
て
る
ため
に
、労
使
関
係
を
合
理

的
に解
決
す
る
た
め
に
、
判
例
や
通
達
など
、
法
運
宮
の
実
際

を
整理
し
体
系
化
し
た
。
法
改
正
に
よ
り令
面
的
に
改
訂
。

経
営
全
書

三
六
ニ
ペ
ージ

五
〇
〇
円
・〒
鵬

翼

務
労

働

法

(下
)

〔解
雇
権
(遇
職
)と
団
体
行動
権
■
〕
上
巻
と
同様
、
国
際

法
と働
く
老
の椎
剰
意
識
の
観
貞
に
立
ち
、
実
務
と
実例
を
通

し
て
法
理
を
明ら
か
に
し
た
。
新
版
で
は
"労
働
"に
関す
る諸

冬
約
の
冷
貌
をも
つか
め
る
よ
う
に
努
め
た
。

経
営
全
●

三
八
八
ペ
ー
ジ

五
二
〇
円
・一〒憎

ダイヤモンド社 露藁鰻 麟●

労
彷
法
による
労
務
管
理

 
労
拷
管理
は
、
一部
門
管
理
の
枠
を
越
え
て企
業
の
瞬途
か薦

う対
純会
的
砧
用
の
尺
度
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
本茜
は
、
労
働

争
威
の予
肪
と
労
仲
関
陥
の
宏
冗
・前
血
を
中
心
に、
人
間
尊

幽
の
V
垢に
た
った
蛎
届
管
押
の
あ
り
ゐ
を
"サ.O下
し
た
。

B
6
判

ご
ー,ニ
ペ
ー
ジ

四
三
〇円
・
〒90
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エ

ヴ

リ

ン

訳

・

魚

前
の
二
号
で述
べら
れ
て
き
た
マル
コム
・X
の
意
識
は
、
ま
だ
モ
ハ

メ
ッ
ド
の
狭矯
的
見
解
の影
祠
を
強
く
受
け
る
も
の
で
あ
った
。
し
か

し、
そ
れ
は、
六
三年
ご
ろ
か
ら
の
フ
」
ー
ダ
ム
・ナ
ウ
運
助
の
発
展
の

圧
力、
そ
し
て、
ア
フ
リ
カ
旅
行
で
の
経
験
、
そ
し
て
、
帝
国
主
義
(ア

メ
リ
カ
を
先頭
に
し
た
)
と
後
進
国
と
の
対
決
の
深
化
に
よ
る
圧
力
、
に

よ
っ
て
急
速に
国
際
主
競
的
・ト
ロ
ッキ
ズ
ム
的
な
も
の
に
接
近
す
る
。

こ
の
過
程
が、
こ
の
"皿"
に
お
い
て
、
エ
ヴ
リ
ン
。セ
ル
に
よ
り
描
き

ださ
れ
る。

こ
の
文
の
第
一部
で
も
迩
べら
れ
た
よ
う
に
、
第
二
の
マ
ル
コ
ム
は
早

急
に
出
現す
る
であ
ろ
う
。
そ
の
条
件
は
、
現
在
深
化
の
一途
を
た
ど
る

ヴ
ェト
ナ
ム情
勢
の危
機
そ
の
も
の
に
よ
って
、
よ
り
熱
成
す
る
か
ら
で

あ
る
。
マル
コム
の
到
逮
し
た
嶽
、
そ
れ
は
、
現
在
の
ヴ
ェト
ナ
ム
情勢

が
っく
り出
し
つ
つあ
る
新
た
な
情
勢
の
転換
、°つ
ま
り
、
全
世
界
的
規

模
で
も
っ
て
の
二大
階
級
の
対
決
、
に
よ
って
よ
り
残
展
す
る
であ
ろ

ア
フ
リ
カ

へ
の
回
帰

マル
コム
・X
噺
殺
事
件
後
、
エ
リ

ジ
ャ
・モ
ハメ
ソド
の
ブ
ラ
ック
・モ

ス
リ
ム還
動
の
シ
カ
ゴ
寺
院
の
一偶
者

は
、
「人
を
呪
わ
ば
穴
二
つ
、
と
人
々

は雪
う
こと
が
で
き
る
で
し
.{う
。」と

述
べた
。
こ
の
同
教
徒
は
マル
コ
ム
の

ケネ
デ
ィー
大
統
領
暗
殺
事
件
の
際
、

述
べた
か
の有
名
な
再
葉
を
言
って
い

る
の
で
あ
る
。
マル
コ
ム
は
、
モ
ハ
メ

ッド
か
ら
大
統
領
殺
筈
に
つ
い
て
冑
及

す
る
こ
と
を
禁
ぜ
ら
れ
て
い
た
の
で
は

あ
る
が
、
そ
の
晴
殺
は
「人
を
呪
わ
ぱ

穴
二
つ
」
の
一例
で
あ
る
と
い
う
コメ

ン
ト
を
述
べ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
書
葉
の
意
昧
す
る
と
こ
ろ
に
つ

い
て
、
彼
は
次
の
よ
う
に
税
明し
て
い

る
。
「

ケ
ネ
デ
ィ
ー
の
死
は
一連

の
暴
力
行
為
の
鯖
果
で
あ
り
.
こ
の国

の
中
に
う
ず
巻
い
て
い
る
と
ころ
の
憎

し
み
と
か
疑
惑
と
か不
審
など
が
結
晶

し
た
も
の
で
あ
る
。・

こ
の
国
は
、

白
人
が
好
ま
ぬ人

を々
殺
嵜
し
た
り
、

動
物
同
然
唖
塀
づ
こと
を
、
白
人
に
許

し
て
きた
。…
・…ア
メ
リ
カ
は
ー
⊥
〈

統
領
の死
の
時に
1

正
に
、
ア
メ
リ

カが
蒔
い
てき
た
も
の
を
刈
り
取
った

ので
あ
る。」
(正
に
、
諸
新
聞
の
編
集

員
が
マル
コム
の
晴
殺
事
件
に
っ
い
て

現
在
甜
って
い
る
こ
と
で
あ
る
。)

モ
ハメ
ッド
は
、
ケ
ネ
デ
ィ
ー
に
関

す
る
コメ
ン
ト
を
理
由
に
、
マ
ル
コ
ム

を
聖
職
停
止
処
分
に
処
し
た
。
そ
の
た

め
数
カ
月
聞
、
マル
コ
ム
は
ハ
ー
レ
ム

・モ
ス
ク
の
長
で
は
あ
っ
た
が
、大
衆

に
演
説
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
な
か
っ

た
。
}九
六
四
年
三
月
九
日、
マル
コ

ム
は
ブ
ラ
ッ
ク
・モ
ス
リ
ム
と分
裂

し
、
ハ
ー
レ
ム
に
彼
独
自
の
モス
ク
を

開
い
た
、
と
黄
明
し
た
。多
く
の同
教

徒
が
彼
と
共
に
去
っ
た
。後
に
な
って

モ
ハ
メ
ソ
ド
の
一人
の
思子
さ
え
も
が

マ
ル
コ
ム
と
一緒
に組
し
た
。

公
式
声
明
は
、
三月
十
二日
の
紀
者

A寛
の
時
、
出
さ
れた
。綱
領
上
の
語

変
化
お
よ
ぴ
こ
の
μ
明
が出
さ
れた
時

か
ら
マ
ル
コ
ム
の
死ま
で
の概
槻
を
追

っ
てみ
る
こ
と
は価
値
あ
る
こと
で
あ

る。
そ
の潭
明
は、
彼
が
宗
教
的
に
は

イ
ス
ラ
ム
教
徒
で
あ
る
嶽
や
、
「最
鋳

の
解
決
策
は
、
故
国
に
、
即
ち
ア
フ
リ

カ
の
母
困
に
弼
国
す
る
等
の
完
全
分
離

で
あ
る
。」と
い
う
彼
の
儒
条
と
か
を
繰

返
し
て
い
る
。

し
か
し
、
い
く
つ
か
の
新
兆
な
庄
目

す
べ
き
点
が
見
出
さ
れ
る
。即
ち
「

・
ア
フ
リ
カ
へ
戻
る
と
い
う
万法
で
の

分
離
は
依
然
と
し
て
遠
大
なプ
ログ
ラ

ム
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
れ
はま
だ貝

体
化
で
き
な
い
。
し
か
し
、
こ
こ
アメ

リ
カ
在
住
の
二
千
二
百
万
人
の
わが
人

民
は
、よ
り
艮
い食
糧
{
衣
類
、
住
居
、

欝鞭
繋
聾

危機の深化が解放を
二 大 階 級 の対 決

 

　

マル
コム
に
、
大
衆
運
動
内
で
の
他
の

公
民
擢
諸
グ
ル
ー
プ
や
撫
翼
者
遼
と
接

触
す
る
こと
を
可
能
な
ら
し
め
た
。

「自
人
は
我
々
を
援
助
す
る
こ
と
は
で

き
て
も
、
彼
ら
は
我
々
と
鯖
び
つ
く
こ

と
は
で
き
な
い
。
ま
ず
、
な
ん
ら
か
の

黒
人
の
統
一が
で
き
ゐ
ま
で
は
、
由
人

と
黒
人
の
統
一な
ど
は
あ
り
え
な
い
。

自
己
防
衛
に
関
す
る
彼
の
前
述
の
所

見
は
一層
特
殊
的
件
格
を
と
っ
た
。

「各
地
に
お
い
て
、
我
々
人
民
は
た
え

谷

セ

ル恭
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う
。
現
左
の
ネ
グ
ロ
闘
争
は
、
雛
に
、
そ
れ
を
躯
立
的
に
評
価
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
四
月
一七
B
の
ワ
シ
ン
ト
ン
大
行
進運
勤
は
ネ

グ
ロ
諸
グ
ル
ー
プ
の
参
加
の
も
と
に
開
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て

この
ネ
グ
ロ
闘
争
も
、
現
在
の
ヴ
ェト
ナ
ム
情
勢
が
つ
く
り
だ
し
た
新
た

な
情
勢
そ
の
も
の
と
関
連
さ
れ
て
評
価
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

ア
ン
ク
ル
・ト
ム
的
ネ
グ
ロ
は
、
C
A
A
U
と
現
在
の
反
政
府
闘
争
の

発
展
に
よ
って
、
そ
の
意
識
を
マ
ル
コ
ム
的
な
も
の
に
、
白
人
の
平
和
主

義
的
意
識
は
ネ
グ
ロ
の
戦
闘
的
意
識
に
よ
って
変
革
す
る
であ
ろ
う
。
こ

の
よ
う
な
租
互
補
免
が
、
現
在
の
運
動
の
中
で
急
迷
に
な
さ
れ、
運
動
は

発
展
す
る
で
あ
ろ
う
。
現
在
の
危
機
を
一層
深
化
さ
せ
る
こ
と、
そ
の
覇

こ
そ
が
、
平
和
を
も
た
ら
し
、
ま
た
ネ
グ
ロ
を
解
放
す
る
であ
ろ
う
。

な
お
、
O
A
A
U
は
ア
メ
リ
カ
黒
人
が
統
一組
織
と
訂正
しま
す
。
原

文
は
、
ワ
ー
ル
ド
・ア
ウ
ト
ル
ノ
ク
四
月
一九
日
号
です
。
(訳
5

ず
獣
的
行
為
の
犠
馴
と
な
って
い
る
。

し
かし
政
府
は
彼
ら
を
守
る
こ
と
が
で

き
な
いよ
う
で
も
あ
る
し
、
そ
れ
を
し

籍
諜
織灘

用で
き
る
よ
う
な
ラ
イ
フ
ル
・ク
ラ
ブ

を
結
成
す
べ
き
で
あ
る
・
。」こ
の
鄙

分
が
、
マス
・メ
デ
ィ
ァ
に
よ
って
報

導
さ
れ
た
声
明
の
唯
一の
も
の
で
あ
っ

た
。
そ
れ
に
、
ネ
グ
ロ
闘
争
指
導
貯
遡

は
一斉
に
マル
コム
と
そ
の
提
案
さ
れ

た
ラ
イ
フ
ル
・ク
ラ
ブ
を
非
難
し
た
。

(原
駐
)

原
註
・・ラ
イ
フ
ル
・ク
ラ
ブ
は
合
衆

国
全
土
に
お
い
て
全
く
普
通
な
も
の

と
な
って
い
る
。
今
日
、
そ
れ
ら
の

ク
ラ
ブ
に
は
、
整
然
と
標
的
射
繋
の

練
習
を
し
た
り
狩
を
し
た
り
す
る
あ

ら
ゆ
る
種
類
の
ガ
ン
愛
好
家
・ス
ポ

ー
ツ
・
マン
が
入
っ
て
い
る
。
し
か

し
地
方
に
よ
っ
て
は
、
市
民
軍
を組

織
し
た
頃
、
し
か
も
「武
器
を
保持

し
、
携
帯
す
る
こ
と
の
で
き
る権
利

は
優
轡
さ
れ
な
い
。」と
い
う
憲法
の

条
項
の
状
態
に
戻
っ
て
い
る
。

人
種
戦
争
に
点
火

独
立
の
政
治的
活
動
と
い
う決
足
的

問
題
に関
し
て
は、
碓
立
さ
れ
た
y
場

は
なく
、
た
だ
〃後
の日
"に
確
シ
す

る
と
い
う計
圃
の
約
束
し
か
な
か
っ

た
。
二週
問
位
後
の
三月
二十
九
日
に

マ
ル
コ
ム
は、
彼
の
新
た
な
ブ
ラ
ソク

・ナ
シ
ョナ
リ
ス
ト
運
動
の最
初
の
キ

ャン
ペイ
ン
は
大
衆
的
選
挙
栂
聲
録
の

促
進
のた
め
のも
の
で
あ
る
だ
ろ
う
、

と述
べた
。
「我

は々
ハー
レ
ム
の
す

べ
て
の入

に々
、
民
主
党
員
や
共
和
覚

員
とし
てで
は
な
く
、
無
所
属
と
し
て

登
録
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。」

発
展
し
っ
っ
あ
る
関
心
は
フ
リ
ー
ダ

ム
・ナ
ウ
(た
だ
ち
に
目
由
を
/
前
月

訳
舵
参
照
)
艇
勧
の
国
際
的
意
縄
に
お

か
れ
た
。
「九
六
四
勾
四
月
、
マ
ル
コ

ム
は
演
説
の
中
で
次
の
よ
う
に
拍
摘
し

た
。
「

一九
六
四
知
の
今
日
、
こ

の
国
で
発
生
し
て
い
る
ど
の
よ
う
な
繍

用
の
人
椰
閥
題
も
、
ア
メ
リ
カ
国
内
に

「

κさ
れ
る
よ
う
な
練
類
の
そ
れ
で
は

な
い
。
そ
れ
は
、
我
々
が
地
球
と
呼ん

で
い
る
惑
星
上
全
体
に
存
在
し
て
い
る

人
糧
問
題
と
い
う火
藁
樽
に、
点
火
し

う
る
と
こ
ろ
の
人種
的爆
発
であ
る
。

今や
、
ア
フ
リ
カや
アジ
ァ
、
そ
し
て

ラ
テ
ン
・
アメ
U
カ
の有
蝕人
糧
左
衆
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は
、
彼
ら
自
身
が
体
験
し
た
西
側
陣
営

の
白
人
の
手
に
よ
る
耐
え
ぬ
こ
と
に
対

し
、
に
が
に
が
し
く
思
い
、
恨
み
、
敵

意
を
も
ち
、
不
安
に
な
り
、
そ
し
て
、

い
ら
い
ら
し
な
が
ら
、
と
い
う
よ
う
に

騒
熱
と
し
て
い
る
、
と
い
う
点
を
誰
で

も
が
認
め
る
で
あ
ろ
う
と
私
は
考
え

る
。

今
目
、
こ
こ
アメ
リ
カ
にお

い
て
点
火
さ
れ
た
人
縄
間
題
の
火
花

は
、
外
国
で
の
驚く
へ
き
焔
へ
と
容易

に
肱化
し
う
る
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り、

そ
の
こ
と
は
.そ
れ
が
巨人
な人
糊
戦

争
の
渦
の
中
に
こ
の地
球上
の
全人
民

を
巻
込
み
う
る
であ
ろ
う、
と
い
う
こ

と
を
意
昧
し
て
い
る点
を
もま
た
理
解

さ
れ
る
は
ず
であ
る。」

こ
れ
は、
白
人
の
患魔
と
のア
ル
マ

ゲ
ド
ン
(訳
註
・・世
界終
朱
の書
と
患

と
の
決戦
場
、
聖
轡
ヨ
ハネ
の
黙
示
録

一六
章
参
照
、
聖
再
に
は
ハル
マゲ
ド

ン
と
な
っ
て
いる
。)を説
く
モ
ハメ
ッ

ド
の説
教
の
世
俗
的
焼
き
直
し
で
し
か

}な
か
った
。
彼
の
隠
殺
事
件
一遡
聞
前

ン
ク
ル
・サ
ム
が
裁
判
所
に
運
れ
て
行

か
れ
、
何
故
照
人
が
、
い
わ
ゆ
る
自
由

の
社
会
に
お
い
て
、
自
由
で
な
い
の
か

を
説
明
さ
せ
ら
れ
ね
は
な
ら
ない
。
ア

ン
ク
ル
・サ
ム
は
国
遵
に
煙
れ
出
さ

れ
、
人
間
と
し
て
の
権
利
に
つ
い
て
の

国
連
憲
章
を
侵
轡
し
た
点
を
這
求
さ
れ

ね
は
な
ら
な
い
。」

ネ
グ

ロ
は
彼
ら
の
も
の

こ
の
嘱
説
を
行
な
っ
て
ま
も
な
飛

彼
は
、
ア
メ
リ
カ
黒
人
闘
醜
を
国
運
の

場
に
応
ち
こ
む
と
い
う
彼
の
案
に
対す

る
独
立
国
の
支
侍
を
得
る
た
め
に、
ア

フ
リ
カ
へ
渡
っ
た
。
合
衆
国
の
彼
の
同

志
還
は
、白
人
や
独
立
州
蝿
設
に
つ
い

て
の
彼
の
イ
メ
ー
ヂ
が
刻
々
と
し
か
も

深
く
変
化
し
て
い
く
点
を
示す
彼
の
手

紙
を
受
凧
り
始
め
た
。
四
月
二十
五
日

の
手
紙
の
中
で
、
彼
は
、メ
ッ
カ
で
は

「ア
メ
リ
カ
で
の
私
の
経
験
が
私
に
儲

じ
こ
ま
せ
て
い
た
連
帯
と
兄弟
愛
の
糟

神
が
白
人
と
非
白
人
の
間
に
存
在
し
な

か
っ
た
」
と
い
う
こ
と
を
如
何
に
し
て

知
っ
た
か
を
、恐べ
て
い
る
。
五
月
末
に

ア
〉
リ
カ
に
帰
国
し
た
時
、
彼
は、
彼

が
ネ
グ
ロ
は
当
然
彼
ら
の
も
の
で
あ
る

も
の
を
追
求
す
る
た
め
に
アメ
リ
カ
に

い
て
、闘
わ
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
、

と
述
へ
た
。

一九六
四
勾六
月
二十
八日
、
マ
ル

コ
ム
は、
植
民
地
主義
を除
去す
る闘

いに
全
ア
フ
リ
カ人
民を
統
一さ
せ
る

ため
に
一九
、ハ三年
五
月
に
設
立
さ
れ

た
アフ
リ
カ統
一組
織
を
模
範
に
し
九

アメ
リ
カ
黒人
統
一組
織
(O
A
A
U
)

を組
績
し
た
。O
A
A
U綱
領
は
思
想

の
一園
の
発
展
と闘
争
の日
常
的
仕
事

に対
す
る
一暦
の
14パ体
的
接
近
を
示し

て
い
る
。述
へら
れ
た
持
別
な
計
魑
に

は、
学
校
や
教
科
博
の
改
両
の
た
め
の

大
衆
的
行
殉
や
、
地
代
・家
貨
ス
ト
ラ

イ
キ
を
支
持
す
る
こと
と
か
、
住
宅
固

題
の
収
沸
の
プ
ログ
ラ
ム
、
未
婚
の
拉

親
・麻
薬
扁
用
者
・少
年
犯
罪
者
・会

社
を
設
立
し
た
いと
願
う
ヴ
ェ
ア
フ

ン
、
こ
れ
ら
の
人

を々
援
助
す
る
社
会

的
プ
ログ
ラ
人
等
が
あ
った
。
ネグ
ロ

社
会
が
そ
れ
臼
体
の
機
構
に
よ
って
、

そ
れ
自
体
の
運
命
を
コン
ト
ロ
ー
ル
し

た
い
と
璽
む
そ
れ
は
購
饗
な
点
で
あ
っ

一た
。政

治
剛盾
動
に
つ
い
て
は
、
「ア
メ

リ
カ
黒
人
統
一組
絨
は
ア
メ
リ
カ
無
人

社
会
を
一プ
ロ
ソク
つ
つ
組
織
し
、
そ

の
力
と
戯
在
朗
力
を
そ
れ
に
自
慮
さ
せ

る
で
あ
ろ
う
。
我
々
は
た
だ
ち
に
選
挙

権
登
録
を
促
進
さ
せ
、
ア
メ
リ
カ
黒
人

内
の
ハノ末
サ
録
者
を
無
所
属
投
票
者
に

て
い
る
か
も
し
れ
な
い
こ
と
を熱
慮
す

る
必
要
性
を気
づ
い
て
いた
だ
ろ
う
か

?
ま
た、
彼
は、
次
の段
階
が、
合
衆

国
に
起
こり
つ
つあ
るこ
と
の
準
傭
と

し
て、
アフ
リ
カ
との
環
を
畷化
す
る

こ
と
で
なけ
れ
ばな
ら
な
いこ
と
を
気

づ
い
て
いた
であ
ろ
う
か
?
一九
六
四

年
の
夏
と秋
の
聞
、
彼
は
ア
メ
リ
カ
の

ゲ
ソト
ーに
そ
の
姿
を
み
せ
な
か
っ

た
.そ
の間
、
彼
は
ア
フ
リ
カ
に
旅
行

し
てお
り
、
当
地
の
反
槌
民
地
主
義
・

反
帝国
主
義
闘
争
の
指
導
者
達
と
討
論

し
て
いた
の
で
あ
る
。
「
…
私
は
中

東
お
よ
びア
フ
リ
カ
で
五
カ
月
間
遺
こ

し
た
。」
(彼
は
、
一九
六
五
ヰ
一月
七

日
の社
会
主
義
的
週
刊
紙
〃ミ
リ
タ
ン

ト
"主
催
の
二
轟ー
ヨ
ー
ク
公
開
討
論

ムの場
で
述
べ
た
。)
「第
一の
目
的
は

我
々
のか
か
え
る
鰭
問
題
の
磁
接
的
尿

因
と
か、
我

の々
間
題
が
実
際
に
ど
の

よ
う
なも
の
で
ある
か
を
彼
ら
に
知
ら

せ
る
こと
に
よ
って
、
彼
ら
の
こ
と
を

も
っと
よ
く
知
り
、
彼
ら
に
我

を々
も

っ
とよ
く
知
っ
ても
ら
う
と
いう
こ
と

で
あ
った
。
彼
が勝
ち
獲
った
諸
点の

中
に
は、
モ
ス
リ
ム
・モ
ス
ク
、
法
人

団
体
、
O
A
AU
等
に
つ
い
て
の
〃公

式
承
認
と
支
持
"
が
あ
った
。

海
外
で
の
マ
ル
コ
ム

七
月
、
彼
は
ア
フ
リ
カ
統
一組
織
で

演
説
し
、
メ
ン
バ
ー
に
以
下
の
如
く
力

脱
し
た
。
「世
界
平
和
と
女全
の
利
益

の
た
め
に
、
我
々
は
ア
フ
リ
カ
の
独
立

鷹

韓

人椹責
蓋

・て

我

の々
か
か
え
て
い
る
讃
両
題
を
早
急

に
調
査
す
る
こ
と
を
要
講
し
ま
す
・

」
一方
、
ケ
ニ
ァ
で
は
、
彼
は
国
営

ラ
ジ
オ
で
語
す
時
閾
を
与
え
ら
れ
、
政

府
高
口
と
会
った
。
米
国
大
使
朗
は
、

合
衆
國
で
は
悪
い
世
誰
し
か
も
た
ぬ
男

に
授
け
ら
れ
た
そ
の
よ
う
な
名
誉
に
対

一し
て
軌
罐
し
た
。
し
か
し
、
ケ
ニ
ア
政

府
は
そ
の
抗
議
を
拒
台
し
た
。
世
界
回

教
徒
同
胆
ー

一九
六
二
刈
に
同
教
世

界
で
の
最
尚
の
"小教
助
組
餓
と
し
て
組

餓
さ
れ
た
ー

は
マ
ル
コ
・、を
ア
メ
リ

カ
で
の
公
式
代
表
者
と
し
て
逝
任
し

た
.マル

コ
ム
は
サ
ウ
デ
ィ
・ナ
ラ
ビ
ア
、

レ
バ
ノ
ン
、
エ
チ
オ
ピ
ア
、エジ
プ
ト
、

、.ン
ビ
ア
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
、
ナ
イ
ジ
ェ

リ
ァ
、
ガ
ー
ナ
、
リ
ベ
リ
ァ
、ギ
ニア
、

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
、
ス
ー
ダ
ン
、
ケ
ニ
ア

を
訪
問
し
た
。
彼
は
、
そ
し
て
、
ナ
セ

ル
(エ
ヂ
プ
ト
)
、
ニ
エ
レ
レ
(タ
ン

ガ
ニ
カ
)
、
セ
ク
ー
・ト
ウ
レ
(ギ
ニ

ア
)
、
エ
ン
ク
ル
マ
(ガ
ー
ナ
)
、
ア

ジ
井
ウ
エ
(ナ
イ
ジ
ェ
U
ア
)
、
ケ
ニ

'謬鱒

苓

蒸離 鰍勲藤
コンパ、ご宴会に、気軽に御利

用下 さい。 懸大将軍も自慢の味

と値段で学生諸君のおいでをお

待ちしています。

◇お座敷料、サービス科は一切不翼
です.

ロース焼肉 ・冷麺 ・中華料理

ジヒ將 軍
泉'四 条大筥阪急前TEL(84)9162
京都駅前タワービル西TεL(37)8090

る
墓

糞

本
善

の
世
還

士
曇

。
A
A
U
蓉

りで

 規
模
で
も
って
の
闘
争
」
に
つ
い
て
尋
}射
た
れ
て
死
ん
だ
。

会
の
性
質
と
、
そ
れ
が
社
会
主
義
に
と

って
か
わ
ら
れ
る
可
能
性
に
つ
い
て
43

え
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
だ
ん
だ
ん
と

明
ら
か
に
し
た
。
彼
の
親
友
は
こ
の
こ

と
を
よ
く
知
って
い
た
。
し
か
し
、
彼

が
行
な
った
公
式
所
見
か
ら
で
も
明
ら

か
な
こ
と
で
あ
る
。
〃ヤ
ン
グ
・ソ
シ

ア
リ
ス
ド

の
二
名
の
編
集
員
と
の
イ

ン
タ
ヴ
ィ
ユー
の
際
、
彼
は
「も
し
か

し
た
ら
お
気
づ
き
の
こ
と
と
慰
い
ま
す

が
、
私
は
、五
、六
カ
月
の
聞
、
(ブ
ラ

ッ
ク
・ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
へ
に
つ
い
て

の
)
発
誉
を
し
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
.」

と
挫べ
た
。
ま
た
「現
在
進
展
し
て
い

え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
、
と
王
張
し

た
。
マル
コム
は
、
モ
ハメ
ソ
ド
の
個

人
的
・宗
教
的
生
活
や
ブ
ラ
ッ
ク
・モ

ス
リ
ム
や
ク
ー
・ク
ル
ソ
ク
ス
。ク
ラ

ン
、
そ
し
て
ア
メ
リ
カ
・ナ
チ
見
と
の

決
足
的
環
に
つ
い
て
公
式
声
明
を
行
な

った
。
マ
ル
コ
ム
が
、
回
教
徒
は
貞
笑

の
宗
教
的
グ
ル
ー
プ
で
は
な
い
が
故
に

税
免
除
の
ぱ格
を
も
ち
え
な
い
と
い
う

こ
と
を
衣
明
す
る
計
瞳
を
た
て
て
い
る

と
い
う
報
告
も
め
っ
た
.
マ
ル
コ
ム
は

彼
が
〃ね
ら
わ
れ
た
者
々
で
あ
る
と
燃

返
し
て
.恐べ
た
.
二
月
十
四
日
、
彼
の

弩

舞

が
浮

込
ま
れ
た
。
二
月
二
」

魔ローマは・一日にしてな転ず
.

こ の味 、こ の 評 判 も ……。

さ乏ら食 堂
農奮崔難 魏

 

ね
ら
れ
た
の
に
対
し、
彼
は
恥
。旧
に

「貸
本
主
義
が
生
き
残
る
こ
と
は
不
可

能
」
で
あ
る
と
答
え
て
い
る
。

マ
ル
コ
ム
とブ
ラ
ッ
ク
・
七
ス
リ

間
に
鰍
い火
花
が
と
び
か
い
は
じ
め

た
。彼
ら
は、
彼
ら
のも
の
で
あ
る
と

巨
大
な
人
種
戦
争
か
ら

国
際
人
種
解
放
闘
争

へ

マル
コ
ム
が
〃西
側
陣
営
の
日
人
"
よ

り
も
む
し
ろ
ア
メ
リ
カ
や
フ
ラ
ン
ス
、

そ
し
て
イ
ギ
リ
ス
の
〃帝
国
主
霧
"
に

つ
い
て
.川り
、
"巨
大
な
人
糧
戦
争
"

の
代
り
に
、
彼
が
、
ア
メ
リ
カ
帝
陶
主

毅
に
反
対
す
る
国
内
闘
箏
と
全
世
界
の

人
民
に
よ
る
国
外
の
闘
争
と
の
統
」の

必
要
性
を
説
く
の
を
私
は
聞
い
た
。

こ
の
一九
六
四
4
四
月
の
演
説
の
中

で
、
マ
ル
コ
ム
は
、
彼
の
最
後
と
な
っ

た
郭
の
周
に
仮
の
時
問
と
工
不
ルギ
ー

を
は
と
ん
ど
よ
ぐ
こ
と
に
な
っ
たキ
ャ

ン
ペ
イ
ン
を提
粂
し
た
。
「公
民柊
回

協
は肖
人
の裁
判
所
に
娯人
が自
分
の

事
へ
を
もち
こむ
こと
と園
超し
て
い

る。
し
かし
、
彼
がそ
れ
を
人
同
と
し

て
の
届利
と
いう
レ
ベル
で
闘
う
な
ら

は、
そ
れ
は
異
な
った
状
熊
で
わる
。

そ
れ
は
ア
ン
〃
ル
・サ
ム
(訳
註
:
ア

メ
U
力
人
の
こ
と
)
を
世
帰
の
裁
司
所

に
迷
れ
て
いく
た
め
に
師
を
山
け
る
こ

と
に
な
る
。
黒
人
は
自
由
に
な
る
た
め

に
裁
判
所
に
行
く
必
要
な
ど
な
い
。
ア

さ
せ
る
こ
と
を
轡
手
し
は
じ
め
る
で
あ

ろ
う
。
我
々
は
政
治
的
団
体
を
支持
し

た
り
、
あ
る
い
は
組
織
し
、公
職
に鱈

所
風
飲
補
を
た
て
た
り、
既
に
公職
に

就
い
て
い
る
アメ
リ
カ撮
人
で、
ア
メ

リ
カ黒
人
社
会
に
ふさ
わ
し
く
、
信
頼

さ
れ
る
省
で
あ
った
ら
だれ
で
も支
持

す
る
こ
と
を提
案
す
る
。

O
A
A
Uプ
ログ
ラ
ムを
屡行
す
る

た
め
に
は、
人
き
な
組
紙
を
つく
る
必

要
が
め
った
。
マル
コム
は
忠
ま
れ
た

溜
dメ
で
あ
った
し
、
ブ
ラ
ソク
・モ

ス
リ
∴
の
最
口に
奴功
し
た
オ
ル
ガ
ナ

イ

ー
で
あ
った
こ
と
は
は
っき
り
し

て
い
た
が
、
い
ま
仮が
肖
面
す
る
任
.初

は
'仮の
千
ヤリ
ア
と
は
比
51に
な
ら
な

か
った
。
こ
の
駄
急
な仕
事
を
引
何
に

超
行
す
る
の
か
ソ
マル
コ
ム
は
、
今
初

め
て
ー仮の
λの
人
年
の
仕
噴
を
hめ
て

い
る
の
だ
、
と
N
し
た
だ
ろ
う
か
?
彼

は
、
自
分
が
灰
し
て
き
た
口
斤の
旧を

ふ
り
か
え
り
、
'え
て
み
る
必
繋
判
や

彼
が
今
後
薩
ん
び
行
く
前
に
頓
た
わ
っ

簸

維

墓

難

欝

「

でのコンゴ腰
霧

際、アメ⊥

カ
の政
策
に
反対
し
た
ア
フ
リ
カ
に
信

任
があ
る
、
と
いう
こ
と
を
激
し
く
非

難
し
た
。

マル
コム
が
海
外
で
忙
し
か
った

聞
、
O
A
AU
は
集
公を
開
き
始
め
て

纏
涛

歓
懸
酵
人一

望
8
一)
で
遡
一度
敦
え
ら
れ
た
。
隔

週
刊
の
同
駈
新
聞
"プ
ラ
ソ
ク
ラ
ッ
シ

ュ"
が
発
行
さ
れ
た
。
一九
λ
四
卸
十
「

一月
二
十
四
日
、
マ
ル
コ
ム
は
合
衆
国
一

便

・て
き
た
・
彼
は
・
。
A
A
U
型

起萎
で弩

;
ンス主

闘誘

藩
麗
顯

蒙

璽

は
彼
の
入
国
を
弛
由
し
た
。)。
そ
し
て
噛

ア
メ
リ
カ
の
同
こ
う
の
築
.で
、瀕脱
し

た
。す

ぐ
に
新
マ
ル
コ
ム
が

彼
は
、
令
体
と
し
て
の
寅
ム
主
鋭
社

「主
張し
て
いる
ハウ
ス
か
ら
反を
冠
い

出
そ
う
と
訊
み
て
い
た
し
、
マル
コ
A

も
、
そ
れ
は
伎
の
支
持
者
か
ら
疲
に
与

誰
が
鼠
任
を
負
う
の
か
?
マ
ル
コ
ム

「
・X
は
、
彼
の
生
命
を
奪
う
た
め
のド

薄

陰
謀
が
企
ξ

れ
て
い
る
と
い
う

証
拠
を
、
繰
.遜
し
て
覧
伝
し
て
い
た。

}彼
は
何
人
か
の
名
前
を
指
摘
し
た
。
し

か
し
、
挑
発
は
な
さ
れ
て
い
た
の
で
あ

一ろ
う
。
陰
険
な
勢
力
は
、ブ
ラ
ソク
・

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
の
聞
に
血
の
宿
怨
を

誘
発
さ
せ
、
共
通
の
敵
か
ら
今
同
のよ

う
に
彼
ら
を
脇
に
そ
ら
さ
せ
る
`
と
に

よ
り
あ
ら
ゆ
る
も
の
を手
に
し
た.

「
マ
ル
コ
ム
.X
の
樋轡
.ジ
ェイ
ム

ス
・ソ
ヤ
バ
ツ
ツ
が
、
O
A
A
U
は復

欝
し
よ
う
と
し
な
い
。
だ
から
と
い
っ

て
マ
ル
コ
ム
・
X
の
同志
を
告
発
す
る

と
い
う
の
は
全
く
の
甲傷
で
めり
、
自

分
ら
が
も
と
め
て
い
るの
は全
く
反
対

の
こ
と
であ
る
ー
ア
メ
リ
カ
黒
人
の

あ
ら
ゆ
る
部
分
の統
一を
め
ざ
し
て
い

る
の
で
あ
る、
と述
べた
の
は
全
く
正

た
。
こ
の立
場
は
、
マル
コ・、

・
X
が組
織
し
よ
う
と
し
て
い
た
運
㍉

を十
分
に
約
束
し
て
い
る
。

静
が
いま
挑
鰍者
に
成
長
し
、
耕
た

な
・成
長
し
た
マル
コム
・X
に
な
る

ヨ

の
で
あ
ろう
か?
こ
の
よ
う
な
者
は
、

彼
を
う
み
だし
た経
済
的
社
会
的
条
件

が
全
国
回
に
存.位し
、
急
迷に
成
長
し

て
い
る
が
故に
、
即
刻
に
あ
ら
わ
れ
る

で
あ
ろ
う
。
マ
ル
コム
・X
の
勇
敢
な

例
は
全
く新
し
い世
代
に
感
激
を
与
え

る
で
あろ
う
し
、
ま
た
、
彼
は
ア
メ
リ

カ
を
根
底
から
改
造
す
る
鳳を
案
内
し

た
で
あ
ろ
う
霜た
な
黒
人
指
導
者
の
最

初
の
人
と
し
て
紀
憶
さ
れ
る
で
あ
ろ

う
。
〈終
V
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京都市中京区島丸通錦小路上ル
京都支店.TEL(22)7011

神戸

無 弩1畿欝
●店矯全国134店 金ii1橋 新橋 東京

㊥ 北 陸 廻 デト
本店 ・富山市堤町通1丁 目TEL(3)7111

明治10年

50億円

3,850名

 

業
金
員

本

業

創
資

從

東
京
支
店

320円(〒 共)定価に 〉

社

 

聞新大京

/

め

中

た

売

<京大を受ける人の

発評

社本

好
BOXま で◇お求めは市内主要誉店,

ギノオシるすこ奉仕

 

`
▼研究力 日本最高の研究設備(写 真)が36年7月 、シオノ

ギの研究者自身の設計によって建設されました。

100余 名の博士を擁し、世界に誇るシノミンを生んだトッブ

レベルの研究者達が、薬学・医学・化学 ・農学 ・理学 ・工学

の各分野にわたり、新製品の創造に努力しています。

▼製造力 品質管理・衛生管理は世界水準に達しています.

製剤 ・小分包装をはじめとする最新鋭設備がこの管理水準を

支えています.

 

麟
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膨
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▼販売カ シオノギのDetai!活動(学 術説明活動)は 、消費

者の方 に々シ7「ノギ製品を正しく使用していただくため、医

」・薬剤師 ・薬店 ・閥屋の方々に必要な知識 ・資料を正確に

堤供する仕事であり、精密かつ学問的に徹底した技術的サー
ビスを基本としています。

 

ヤ

部事
福岡市下小山町30
電(2》2532

シ オ ノ ギ 製 薬 人
大阪市東区道窪町3-12
電(202)2161

棄京都中央区日本讐本町3-4
電(66D220五

冑
蔽

`

中専研空所

健康
●勧
●職
蘂

務

科

地
種
系

●人員 ・期聞
●お聞い合せ

来 春 大 学 卒 採 用 に つ い て

京浜・名古屋・京阪神等の主要都市
Detai1㎜(学 術説明員)
病院・開粟医においてシオノギ製晶の学術的説明を行なってい
ただきます。
シオノギのみが行ない得るこのDetai1活 動は、誇大宣伝、拡

売を目的とせず、真に必要なだけの薬を正確に使っていただく
ための純粋な学術活動であり、仕事を通 じて自己をみがき、よ
り成長向上する意味において最高のものといえます。
特に制限しておりませんのでなるべく早 くお越し下 さい。
詳細資料ご入用の場合はご遠慮なくお申し越しください。

◇

待遇 ・条 件(男 子 学士 課程)

●初 任 給40年4月 現在29,000円
(41年度は改訂の予定ですがつねに業界最高を誇っています)

●昇

●賞

●そ の

給 給与・賞与はまったくの実力主義をとっています。参考までに
本年4月 入社者の入社後3年 応の現行鞭準基本給を示しますと

次の通りです。

勤続1年 後32,000円3年 後36ゐ00円
与 動続1力 年以上の場合にも年聞約6カ 月になります・(1年未満

の場合も支給)

他 通動費全額支給、学術部員の場合は1日 約800円 の食卓料が支
給 されます。また噂社会保険、健康管理も寮施設等は完備して
お参ます●

492


